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　はじめまして。４月から議会図書室に配属となりました。初めての仕事で不慣れな事ばかりですが、頑張りますの
で、よろしくお願いします。

　ところで、「皆さんは、今年お花見に行かれましたか？」
　私はお花を見るのが好きで、よくお弁当を持ってお花見に行きますが、今年は気温の低い日が多かったこともあり、
桜のトンネルを通り抜けるだけになりました。
　
　さて、お花見と言えば、桜をイメージする方が多いと思いますが、万葉の昔は、中国由来の梅がお花見の主役だっ
たそうです。時は流れ、平安時代に入り、次第に桜が好まれるようになったとのことです。
　お花見が広く庶民に広まるきっかけを作ったのは、和歌山にも由来の深い江戸幕府八代将軍徳川吉宗と言われて
います。享保２年（1717年）に江戸東部の隅田川縁へ桜を植樹し始めたのをきっかけに、江戸にたくさんの桜の名所
ができたのです。
　もしかすると、何百年後かには違うお花がお花見の主役を奪っているかもしれません。それでも、きっといつの時代
でもお花を見ることで、心を豊かにしてくれることに変わりはないと思います。

　私は、昨年初めてカキツバタとアヤメの旬な時期に養翠園を訪れました。養翠園は、紀州藩十代藩主徳川治宝が、
水軒川の河口に西浜御殿の別邸として造営した池泉回遊式庭園となっています。その庭園に咲くカキツバタやアヤメ
は、凛としたたたずまいで桜やツツジに比べると百花繚乱とはいきませんが、静かでゆっくりとした空気感が普段の喧
騒を忘れさせてくれました。カキツバタやアヤメは５月が花見頃となりますので、これからの季節におすすめです。

　和歌山にはたくさんのお花の名所があります。私は、カキツバタやアヤメの次は和歌山城の鶴の渓にアジサイを見
に行きたいと思っています。皆さんも、その時々の旬のお花を見ることで心をリフレッシュしてみませんか？
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